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岡

野

信

子

は
 
じ
 
め
 
に

 
村
落
の
小
集
落
内
で
は
、
家
々
を
呼
ぶ
の
に
、
姓
を
言
わ
ず
に
通
称
を
言
う

所
が
多
い
。
同
姓
の
多
い
集
落
で
は
、
姓
で
は
家
々
を
弁
別
し
か
ね
る
た
め
で

あ
る
。
ま
た
同
姓
が
さ
し
て
多
く
な
く
と
も
、
姓
を
持
つ
以
前
か
ら
呼
び
な
れ

た
通
称
の
ほ
う
が
、
何
や
ら
し
っ
く
h
／
す
る
、
姓
で
呼
ぶ
の
は
格
式
ば
っ
て
よ

そ
よ
そ
し
い
h
と
い
っ
た
心
情
も
ハ
村
の
人
々
に
は
あ
る
。

 
集
落
内
に
お
け
る
家
の
通
称
は
、
通
常
、
そ
の
家
の
一
特
徴
一
た
と
え
ば

戸
主
の
各
、
職
業
、
あ
る
い
は
そ
の
居
住
場
所
1
を
言
う
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
特
徴
に
変
化
が
生
じ
れ
ば
、
そ
の
逓
称
も
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、

そ
の
よ
う
に
、
流
動
的
な
通
称
で
呼
ん
で
い
る
集
落
も
あ
る
が
、
一
方
に
は
、

い
っ
た
ん
命
名
さ
れ
た
名
を
固
有
名
詞
と
し
て
、
家
の
実
態
に
か
か
わ
め
な
く

伝
承
し
て
い
る
集
落
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
、
伝
承
性
の
根
強
い
家
細
論
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

 
 
 
 
 
 
 
（
1
）

地
域
に
よ
っ
て
、
ヤ
ゴ
（
コ
）
i
（
屋
号
）
、
イ
エ
ナ
（
家
名
）
（
あ
る
い
は
カ
ド

ナ
（
悪
名
）
と
呼
ば
れ
る
b

 
ま
た
集
落
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
時
期
の
戸
主
の
あ
だ
な
を
、
そ
の
家
の
代
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

の
家
称
語
と
し
て
い
る
。
こ
れ
の
名
は
、
ア
ザ
ナ
（
渾
名
）
、
あ
る
い
は
シ
コ

 
（
6
）
 
 
．
／

ナ
（
ピ
コ
ナ
）
と
呼
ば
れ
る
。

 
私
は
、
あ
だ
な
を
も
含
め
て
ひ
と
ま
ず
「
屋
号
」
と
呼
び
、

を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
進
め
る
。

 一二
三
．
，

．
屋
号
語
彙
の
構
造

書
評
語
の
成
り
た
ち
と

語
形
成

屋
号
語
の
音
声
相

五四山ノ、

こ
の
稿
の
記
述

屋
号
語
彙
の
映
す
村
落
文
化

屋
号
語
彙
に
見
ら
れ
る
村
落
社
会

心
理

屋
号
語
彙
の
地
域
差

（
1
）
 
東
北
・
関
東
㎏
北
陸
で
は
、
ヤ
ゴ
ー
と
言
う
所
が
多
い
。
島
根
県
や

 
 
大
分
県
に
も
や
ゴ
ー
と
言
う
所
が
多
い
。
杉
村
孝
夫
「
壱
岐
の
屋
号
．

 
 
津
名
」
（
『
福
岡
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
」
2
3
、
一
九
八
一
）
に
よ

 
 
れ
ば
、
長
崎
県
の
壱
岐
島
で
は
、
浦
で
は
屋
号
、
触
（
農
村
部
）
で
は

 
 
か
ど
な

 
 
門
名
と
言
う
。

（
2
）
早
川
孝
太
郎
「
家
名
の
こ
と
」
（
『
民
俗
学
』
3
の
犯
、
一
九
三
一
）

 
 
に
「
三
河
の
北
設
楽
郡
か
ら
、
信
州
の
下
伊
那
郡
あ
た
り
で
は
、
家
名

 
 
は
文
字
ど
お
り
エ
ナ
又
は
エ
ー
ナ
と
謂
う
て
居
る
。
 
（
中
略
）
更
に
上

 
 
伊
那
郡
の
北
端
地
方
か
ら
松
本
平
ぺ
は
入
っ
て
も
、
エ
・
ナ
又
は
エ
ー
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ナ
で
通
っ
て
み
る
。
」
と
あ
る
。
．

 
 
 
『
宮
良
三
三
全
集
」
1
5
（
第
一
毒
旦
房
、
一
九
八
一
）
に
よ
れ
ば
、
沖
-

 
 
縄
県
の
八
重
山
諸
島
で
は
、
 
「
ヤ
ー
．
・
ヌ
・
．
ナ
i
（
家
の
名
）
」
で
あ

 
 
る
。

（
3
）
山
口
県
で
は
カ
ド
ナ
が
主
で
あ
る
が
、
ヤ
ゴ
ー
と
言
う
所
も
あ
る
。

 
 
 
 
 
あ
き
 
 
 
 
 
 
ふ
な
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
由
口
県
厚
狭
郡
楠
町
船
木
の
人
々
は
、
農
村
部
の
家
称
語
は
カ
ド
ナ
、

 
 
町
筋
の
家
称
語
は
ヤ
ゴ
ー
だ
と
言
う
。
学
生
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
対
馬

 
 
北
部
で
も
カ
ド
ナ
と
言
う
。

 
 
 
 
 
 
あ
ら
や
ま
ち
ふ
な
ば
ち
ょ
う

（
4
）
秋
田
市
新
屋
町
船
場
町
な
ど

（
5
）
 
萩
市
の
見
島
（
大
島
．
な
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
い

（
6
）
，
静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町
八
山
口
幸
洋
「
あ
だ
名
で
呼
び
あ
う
町
」
一

 
 
『
言
語
生
活
』
8
5
、
一
九
五
八
）

 
 
 
一
、
屋
号
語
彙
の
語
彙
構
造

 
一
集
落
の
屋
号
語
の
総
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
屋
号
語
彙
で
あ
る
。
こ

れ
を
命
名
視
点
に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
め
き

 
た
と
え
ば
、
秋
田
県
河
辺
郡
雄
和
町
女
米
木
字
川
崎
（
二
二
戸
）
の
屋
号
は
、

二
一
戸
が
初
代
の
戸
主
名
で
（
ま
れ
に
二
代
目
の
戸
主
名
も
あ
る
）
、
一
戸
の

み
が
、
 
「
カ
ン
ズ
ィ
ェ
（
鍛
治
の
家
）
」
と
、
職
業
名
で
あ
る
。
川
崎
に
か
ぎ

ら
ず
、
秋
田
県
・
山
形
県
の
日
本
海
が
わ
の
農
漁
村
の
屋
号
語
彙
鳳
、
個
人
名

屋
号
を
主
と
す
る
簡
素
な
構
造
の
も
の
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
マ

 
一
方
馬
中
国
地
方
の
日
本
海
島
喚
の
集
落
で
は
、
そ
の
戸
数
も
多
く
、
屋
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
）

語
彙
の
構
造
は
一
般
に
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
実
態
遺
す
で
に
幾
度
か
撮
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
は
省
略
し
て
、
諸
島
の
屋
号
語
彙
を
整
理
し
て
得
た

分
類
項
目
を
あ
げ
、
い
く
ら
か
の
説
明
を
添
え
る
。

 
1
 
人
名
を
言
う
屋
号

 
こ
れ
は
分
布
が
限
ら
れ
て
い
て
、
萩
市
の
見
島
・
相
島
・
大
島
、
長
門
市
青

 
 
 
 
 
か
よ
い

海
島
東
部
の
通
集
落
お
よ
び
萩
市
・
長
門
市
の
沿
岸
漁
業
集
落
に
あ
る
。

1
．
男
性
名
を
言
う
も
の

 
多
く
は
初
代
の
戸
主
名
、
と
き
に
、
い
わ
ば
中
興
の
人
の
名
が
屋
号
と
な
っ

て
残
っ
て
い
る
。

2
 
女
性
の
名
を
言
う
も
の

 
男
性
名
屋
号
に
く
ら
べ
れ
ば
、
は
る
か
に
少
な
い
。
屋
号
に
名
が
残
？
て
い

る
の
は
、
な
ん
ら
か
の
点
で
、
人
々
の
話
題
に
上
る
こ
と
の
多
か
っ
た
女
性
の

よ
う
で
あ
る
。
養
子
取
り
の
女
性
、
あ
る
い
は
早
く
夫
を
亡
く
し
た
女
性
の

名
が
屋
号
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
に
か
ぎ
ら
な
馳

い
。3

 
父
子
や
夫
婦
の
名
を
合
わ
せ
た
も
の

 
農
業
を
主
と
し
、
戸
数
も
少
な
い
相
島
に
は
、
こ
れ
は
な
い
。

4
 
姓
と
戸
主
名
を
合
わ
せ
て
簡
略
に
言
ヶ
も
の

 
オ
カ
サ
ン
（
岡
村
三
蔵
）
な
ど
、
多
く
は
四
拍
じ
た
て
で
あ
る
。
こ
れ
も
相

島
に
は
な
い
び

 
r
 
あ
だ
な
屋
号
'
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
，

 
初
代
ま
た
は
あ
る
時
期
の
戸
主
の
あ
だ
な
を
そ
の
ま
ま
屋
号
ど
し
て
呼
ん
で

い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
も
相
島
に
は
見
ら
れ
な
い
。
あ
だ
な
に
は
、
容
姿
・

風
貌
の
マ
イ
ナ
ス
特
徴
を
言
う
も
の
と
と
も
に
、
そ
の
人
物
の
こ
と
ば
の
特
徴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
、

を
と
ら
え
た
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
「
ナ
ン
テ
 
ヤ
（
な
ん
だ
っ
て
）
。
」

（ 190 ）

駄



と
、
常
に
こ
と
わ
け
を
聞
き
た
が
っ
た
人
の
家
の
屋
号
は
剥
ン
テ
ン
〈
大
島
〉

で
あ
る
。
ま
た
「
メ
シ
 
ク
ー
 
カ
イ
（
飯
を
食
う
か
）
。
」
を
口
ぐ
せ
と
し
た

老
爺
の
家
は
ク
ー
カ
イ
〈
見
島
V
と
呼
ば
れ
た
。

 
豆
 
居
住
場
所
に
注
目
し
た
屋
号

1
 
地
名
・
地
形
・
地
相
を
言
う
も
の

2
 
位
置
を
言
う
も
の

3
 
目
標
物
を
言
う
庵
の

 
社
寺
・
堂
祠
・
漢
流
・
岩
石
・
樹
木
な
ど
を
言
う
。

4
 
居
住
場
所
の
由
緒
を
言
う
も
の

 
た
と
え
ば
ダ
イ
バ
（
台
場
）
〈
大
島
V
は
、
も
と
、
藩
の
砲
台
の
あ
っ
た
場

所
に
あ
る
家
の
屋
号
で
あ
る
。

 
r
 
出
身
地
や
、
一
時
期
の
移
住
地
の
名
を
言
う
屋
号

 
初
代
は
四
国
か
ら
来
た
と
い
う
家
を
シ
コ
ク
ヤ
（
四
国
屋
）
と
呼
び
貸
一
時

期
、
下
関
に
出
て
い
た
家
を
バ
カ
ン
（
三
関
）
と
呼
ぶ
た
ぐ
い
で
あ
る
。

 
皿
 
家
に
注
目
し
た
屋
号

1
 
家
格
を
言
う
も
の

 
セ
ン
シ
。
ヤ
（
先
庄
屋
）
〈
相
島
V
、
グ
ベ
ン
（
分
限
者
）
〈
見
込
V
、
ま

た
コ
ー
ボ
ー
サ
（
弘
法
大
師
を
ま
つ
る
家
）
〈
三
島
V
な
ど
が
あ
る
。

2
 
本
家
・
分
家
を
言
う
普
通
名
詞
即
屋
号
で
み
る
も
の

‘
ホ
ン
ケ
（
本
家
）
・
ヘ
ヤ
（
部
屋
）
・
シ
ン
タ
ク
（
新
宅
）
、
デ
ミ
セ
（
出

．
店
）
な
ど
が
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
覧

3
家
の
新
古
を
言
う
も
の

 
フ
ル
ヤ
（
古
屋
）
・
ニ
ー
ヤ
（
新
屋
）
・
ア
タ
ラ
シ
ヤ
（
新
し
屋
）
な
ど
。
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「
屋
」
は
「
家
」
か
も
し
れ
な
い
。

 
罪
 
家
屋
の
状
況
に
注
目
し
た
屋
号

 
イ
グ
引
（
瓦
ぶ
き
の
家
）
〈
相
島
V
や
、
力
淵
ヤ
（
鍵
の
手
に
な
っ
た
家
）

〈
大
島
〉
な
ど
が
あ
る
。

・
な
お
、
皿
3
と
し
た
「
家
の
新
古
」
の
「
新
」
の
ば
あ
い
は
、
建
物
の
新
し
さ

へ
の
注
目
で
も
あ
る
。

 
W
 
職
業
に
注
目
し
た
屋
号

1
 
職
業
名
を
言
う
も
の
「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

 
イ
ー
ダ
ヤ
（
桶
屋
）
、
イ
タ
バ
（
ろ
う
そ
く
製
造
の
油
を
し
め
て
い
た
家
）

〈
大
島
V
な
ど
。

2
．
生
業
に
関
す
る
も
の

 
・
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
お
み
 
 

か
よ
い

、
オ
ー
バ
ラ
ヤ
〈
長
門
市
青
海
島
、
通
V
は
、
煮
干
し
製
造
を
手
広
く
営
ん

で
い
る
家
の
屋
号
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ラ
（
大
き
な
平
ざ
る
）
で
、
家
業
の
盛
ん

な
様
を
象
徴
し
て
い
る
。

3
 
持
ち
船
の
名
を
言
う
も
の

 
回
漕
業
の
家
の
屋
号
で
あ
る
。
と
き
に
網
元
の
家
の
屋
号
に
も
あ
る
。

4
 
船
宿
が
、
常
連
の
船
頭
の
生
国
名
を
屋
号
と
す
る
も
の

 
イ
ズ
モ
ヤ
（
出
雲
屋
）
〈
下
関
市
竹
の
子
島
V
、
ホ
．
判
読
ヤ
（
北
国
屋
）

〈
萩
市
見
島
V
な
ど
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

こ
の
類
は
、
さ
き
の
皿
内
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 
V
 
縁
起
を
祝
う
屋
号

 
こ
れ
は
自
家
か
ら
の
名
の
り
屋
号
に
の
み
見
ら
れ
る
ρ
島
根
県
隠
岐
郡
五
箇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

村
に
は
、
カ
メ
ヤ
（
亀
屋
）
、
．
オ
ー
キ
ャ
（
扇
屋
）
な
ど
と
多
い
。
由
口
県
の

日
本
海
島
喚
に
は
名
乗
り
屋
号
は
な
い
。

＼
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」
 
、



 
W
 
二
つ
の
命
名
視
点
を
持
つ
屋
号

 
ミ
ー
瑚
イ
ク
〈
三
島
V
は
、
「
峯
松
と
い
う
名
の
大
工
の
家
」
・
で
あ
り
、
制

ユ
ー
べ
ー
ピ
サ
〈
大
島
V
は
、
「
久
兵
衛
（
屋
号
）
を
本
家
と
す
る
ピ
サ
の
家
」

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
二
つ
の
命
名
視
点
を
持
つ
屋
号
は
多
い
。

 
中
国
地
方
の
日
本
海
島
喚
の
屋
号
語
彙
の
構
造
は
、
こ
の
よ
う
に
か
な
り
複

‘
雑
で
あ
る
。
他
地
に
は
、
さ
ら
に
複
雑
な
構
造
の
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
い
か
に
複
雑
に
見
え
る
も
の
も
、
そ
の
命
名
視
点
を
大
き
く
分
類
す
れ
ば
、

 
「
人
」
と
「
土
地
」
と
「
家
」
と
，
「
生
業
」
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の

屋
号
語
彙
の
構
造
は
、
こ
の
中
の
ど
れ
を
主
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
ど
れ
を
欠

く
か
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。

（
1
）

①
山
口
県
西
部
域
の
屋
号
語
彙
に
つ
い
て
第
三
回
広
島
方
言
研
究

 
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 
一
九
七
四

②
山
陰
西
海
諸
島
の
自
称
語
彙
 
『
日
本
文
学
研
究
」
1
1
 
一
九
七

 
五

③
屋
号
語
彙
 
『
長
門
市
史
』
民
俗
篇
一
九
七
九

④
山
陰
島
嘆
の
屋
号
語
彙
 
第
九
回
広
島
方
言
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

 
 
一
九
八
○

⑤
日
本
海
中
国
島
喚
の
屋
号
語
彙
『
言
語
生
活
』
謝
一
九
八
一

⑥
山
口
県
日
本
海
島
喚
の
人
名
屋
号
語
彙
第
二
回
広
島
方
言
研

 
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 
一
九
八
二

 
 
 
二
 
、
屋
号
語
の
成
り
た
ち
と
語
形
成

 
-
 
転
用
の
固
有
名
詞
 
 
 
 
噛
 
 
-
 
 
 
 
 
 
 
し

 
屋
号
語
は
、
名
の
り
屋
号
を
除
け
ば
、
お
お
む
ね
他
の
語
彙
分
野
の
語
を
転

用
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
名
、
地
名
、
地
形
語
や
位
置
語
、
本
家

称
・
分
家
称
、
職
業
名
な
ど
が
、
「
家
」
を
言
う
固
有
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。

，
屋
号
語
の
．
一
特
徴
で
あ
る
。

 
∬
 
単
要
素
屋
号
と
複
要
素
屋
号
．

 
タ
オ
（
峠
）
、
フ
ル
ヤ
（
古
屋
）
の
よ
う
に
、
命
名
視
点
が
一
つ
で
あ
る
屋

号
を
単
要
素
屋
号
、
ニ
シ
ノ
ヘ
ヤ
（
西
の
部
屋
）
、
タ
オ
ニ
サ
（
峠
の
ニ
サ
の

家
）
の
よ
う
に
、
二
つ
の
命
名
視
点
を
持
つ
屋
号
を
複
要
素
屋
号
と
す
る
。
複

要
素
屋
号
の
造
語
さ
れ
る
事
情
は
、
そ
の
前
後
要
素
の
関
係
に
お
の
ず
か
ら
示

さ
れ
る
。

 
皿
 
複
要
素
屋
号
に
お
け
る
前
後
要
素
の
関
係

 
 
一
集
落
内
の
複
要
素
屋
号
群
の
中
に
は
、
同
一
後
部
要
素
を
持
つ
も
の
が
あ

る
。
た
と
え
ば
萩
市
相
島
に
．
マ
エ
ノ
オ
ニ
シ
（
前
の
大
西
）
と
サ
キ
ノ
オ
ニ

シ
（
先
の
大
西
）
と
が
あ
る
。
両
家
は
本
家
分
家
関
係
の
家
で
は
な
い
が
、
と

も
に
、
オ
ニ
シ
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
集
落
の
西
端
に
あ
る
。
家
の
成

立
は
、
マ
エ
ノ
オ
ニ
シ
が
古
い
。
集
落
の
西
端
の
家
が
こ
の
家
だ
け
で
あ
っ
た

時
期
に
は
、
お
そ
ら
く
、
'
単
に
オ
ニ
シ
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後

に
、
近
く
に
新
し
い
家
が
で
き
た
時
、
人
々
は
両
家
を
区
別
す
る
た
め
に
馬
前

部
要
素
を
冠
し
て
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
エ
と
サ
キ
と
は
、
時
間
を
言
う
語

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
位
置
を
言
う
語
か
も
し
れ
な
い
。
職
業
名
に
人
名
を
冠

し
た
、
ス
ケ
シ
カ
ズ
ィ
（
～
助
鍛
治
屋
）
と
ゴ
ン
ゼ
ン
カ
ズ
ィ
（
五
左
衛
門
鍛
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治
屋
）
〈
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
吹
浦
V
な
ど
も
同
類
で
あ
る
。

 
て
れ
ら
と
は
や
や
異
な
っ
て
、
た
と
え
ば
タ
剛
ニ
サ
（
峠
の
ニ
サ
の
家
）
〈
長

 
 
か
よ
い
 
．

門
市
、
通
V
が
あ
っ
て
、
こ
れ
と
一
対
と
な
る
べ
き
屋
号
が
現
存
し
な
い
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
類
は
、
対
応
す
る
屋
号
の
家
が
か
っ
て
は
あ
っ
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
別
の
発
想
で
、
単
独
に
も
こ
の
形
式
の
屋
号
を
造
語
し
た
も
の
か
、
今

は
明
ら
か
で
な
い
。

 
一
方
、
キ
ュ
ー
べ
ー
ピ
サ
と
キ
ュ
ー
ベ
ー
マ
サ
と
は
、
．
久
兵
衛
家
を
本
家
と

す
る
、
ヒ
サ
の
家
で
あ
り
、
マ
サ
の
家
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
部
要
素
で
本
家

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
家
明
示
の
複
要
素
屋
号
に
は
、
フ
ダ
バ
ノ
ホ
ン
ケ

（
札
場
の
本
家
）
と
フ
4
バ
ノ
ヘ
ヤ
（
札
場
の
部
屋
）
〈
長
門
市
V
の
よ
う
に

対
応
す
る
も
の
と
、
ド
テ
（
土
手
）
と
ド
テ
ノ
ヘ
ヤ
（
土
手
家
の
分
家
）
〈
山

口
県
豊
浦
郡
鍋
島
V
の
よ
う
に
対
応
す
る
も
の
と
が
あ
る
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
か
よ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
'
 
．
層
 
 
i

 
萩
市
の
見
島
・
大
島
、
長
門
市
青
海
島
通
の
複
要
素
屋
号
に
は
、
ギ
サ
ツ

ー
（
利
三
郎
と
ツ
ウ
の
家
）
・
オ
マ
ン
リ
キ
（
オ
マ
ン
と
力
2
の
家
）
の
よ
う

に
、
夫
婦
名
を
合
わ
せ
た
も
の
が
あ
る
6
こ
れ
ら
の
前
後
要
素
の
関
係
は
、
並

列
、
す
な
わ
ち
同
一
次
元
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
島
々
に

は
、
父
子
の
名
を
合
わ
せ
た
屋
号
も
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
は
、
父
と
子
が
協
力

し
て
漁
業
を
営
ん
で
い
る
時
期
の
命
名
な
ら
ば
、
「
誰
と
誰
の
家
」
の
発
想
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
父
の
死
後
の
命
名
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
誰
の
子
で
あ
る
誰
の

家
」
と
の
発
想
の
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

 
こ
の
ほ
か
、
単
要
素
屋
号
に
準
O
る
、
カ
ム
カ
（
川
向
い
）
や
テ
ラ
ン
シ
タ

（
寺
の
下
）
の
類
も
あ
る
。

 
複
要
素
屋
号
に
お
け
る
前
後
要
素
の
関
係
の
多
様
な
と
こ
ろ
に
は
、
村
落
社

会
の
人
々
の
、
屋
号
造
語
の
自
由
呼
気
な
精
神
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

屋
号
語
、
彙
研
究
'
ノ
 
 
一
 
 
ト

 
W
屋
号
語
の
接
辞

1
 
接
尾
辞

 
ω
 
ヤ
（
屋
）

 
原
則
と
し
て
接
尾
辞
ヤ
（
屋
）
を
持
つ
の
は
、
家
に
注
目
し
た
屋
号
と
職
業

を
言
う
屋
号
と
で
あ
る
。
ミ
ー
ダ
イ
ク
（
峯
松
大
工
の
家
）
の
よ
う
に
、
 
「
人

．
名
＋
職
業
名
」
形
式
の
も
の
に
は
や
（
屋
）
は
添
え
な
い
。

 
居
住
場
所
を
言
う
屋
号
は
や
を
持
た
な
い
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
と
き
に
ハ

マ
ヤ
（
浜
屋
）
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
は
命
名
時
は
商
店
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

」
い
。
出
身
地
を
言
う
屋
号
は
ヤ
（
屋
）
を
有
し
、
あ
る
時
期
の
出
先
地
を
言
う

屋
号
は
ヤ
（
屋
）
を
持
た
な
い
。

 
人
名
屋
号
の
ヤ
（
屋
）
の
有
無
に
は
、
集
落
差
、
あ
る
い
は
地
域
差
が
認
め

 
 
 
 
（
1
）

ら
れ
る
。
諸
家
の
こ
発
意
の
も
の
、
な
ら
び
に
私
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、

東
北
・
関
東
・
北
陸
・
東
海
地
方
の
人
名
屋
号
に
は
、
接
尾
辞
ヤ
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。
九
州
の
壱
岐
対
馬
の
人
名
屋
号
に
も
や
（
屋
）
は
見
え
な
い
。

一
方
、
山
口
県
の
人
名
屋
号
は
ヤ
（
屋
）
の
あ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
萩
市

の
見
事
本
村
や
大
島
の
人
名
屋
号
に
は
、
ヤ
（
屋
）
を
持
つ
も
の
が
少
な
い
。

 
（
2
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：

 
沖
縄
諸
島
で
は
、
ど
の
種
類
の
屋
号
に
も
、
本
家
屋
号
の
末
尾
は
・
P
、
分
家

 
 
 
 
 
 
 
 

屋
号
の
末
尾
は
W
の
も
の
が
多
い
。
『
宮
良
當
壮
全
集
』
1
5
に
は
、
八
重
山
の

 
 
 
 
 
 
 
9

士
族
の
屋
号
の
ヤ
ー
に
は
「
家
」
が
当
て
ら
れ
、
平
民
の
屋
号
の
ヤ
ー
に
は

 
「
屋
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

 
㈲
 
エ
（
家
）

 
秋
田
県
や
山
形
県
で
は
、
屋
号
が
人
々
の
口
に
の
ぼ
る
時
は
、
「
オ
ド
エ
サ

．
エ
グ
（
音
の
家
に
行
く
）
。
」
の
よ
う
に
、
．
エ
を
添
え
て
言
う
こ
と
が
多
い
。
た

だ
し
、
屋
号
の
教
示
に
は
、
「
オ
ド
（
音
）
」
「
主
日
ン
（
勘
右
衛
門
）
」
の
よ
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う
に
、
エ
を
添
え
ず
に
言
い
が
ち
で
あ
惹
。
山
形
県
繧
郡
灘
鹸
影
響
…
㎎
の

一
女
性
は
う
二
拍
屋
号
に
か
ぎ
っ
て
、
「
ト
睡
中
（
留
の
家
）
」
「
ト
ヨ
エ
（
豊
の

家
）
」
と
教
示
し
た
。
エ
は
、
不
安
定
な
屋
号
接
尾
辞
の
よ
う
で
あ
る
。

 
㈲
 
'
「
様
」
系
の
接
尾
辞

 
「
様
」
系
の
接
尾
辞
に
、
サ
マ
・
サ
ン
・
サ
・
マ
・
チ
ャ
が
あ
る
。
本
来
は

尊
敬
や
親
愛
の
人
称
接
尾
辞
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
添
え
た
も
の
が
屋
号
語
と

も
な
っ
て
い
る
。

 
サ
マ
は
、
ホ
ー
イ
ン
サ
マ
（
法
印
様
）
〈
秋
田
県
河
辺
郡
V
や
ミ
ヤ
モ
リ
サ

マ
（
宮
守
様
）
〈
群
馬
具
利
根
郡
V
の
よ
う
に
、
神
仏
関
係
の
屋
号
に
添
え
る

ζ
と
が
多
い
。
新
潟
県
な
ど
で
は
、
サ
ン
・
サ
を
、
人
名
屋
号
に
か
ぎ
ら
ず
、

広
く
屋
号
一
般
に
添
え
る
よ
う
で
あ
る
。
山
口
県
の
日
本
海
島
喚
に
は
、
サ
を
・

添
え
た
屋
号
は
、
イ
劉
サ
（
石
見
守
と
い
う
神
官
の
分
家
）
〈
見
島
V
な
ど

の
、
一
、
二
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。

 
接
尾
辞
マ
を
持
つ
屋
号
は
、
山
形
県
の
吹
浦
で
、
「
イ
ン
ズ
ィ
ロ
マ
（
円
次

郎
老
の
家
）
」
な
ど
を
聞
い
た
。
チ
ャ
は
吹
浦
で
は
女
性
名
屋
号
に
添
え
る
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
い
ぼ
り

と
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
酒
田
市
新
堀
に
は
、
男
性
名
に
添
え
た
屋
号
キ
シ
ロ

チ
ャ
（
喜
四
郎
さ
ん
の
家
）
も
あ
っ
た
。

 
ω
 
 
「
殿
」
系
の
接
尾
辞

 
ク
ロ
ベ
ド
ン
（
九
郎
兵
衛
殿
の
家
）
〈
秋
田
市
新
屋
V
、
キ
ヒ
チ
ド
（
喜
七

殿
の
家
）
〈
酒
田
市
新
堀
〉
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。

2
 
接
頭
辞

 
ω
 
オ
ー
（
大
）

 
オ
！
ハ
マ
（
大
浜
）
 
オ
ー
ソ
ラ
（
大
空
）
の
よ
う
に
、
地
形
や
位
置
に
接

頭
辞
オ
ー
（
大
）
を
冠
し
た
屋
号
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
オ
ー
は
、
「
も
っ
と
も
」

の
意
味
を
添
え
て
、
そ
の
位
置
を
強
調
す
る
。
こ
の
類
の
屋
号
を
持
つ
家
に
は

旧
家
が
多
い
。
長
門
市
域
に
は
ま
た
オ
ホ
ン
ケ
（
大
本
家
）
や
オ
ー
ヘ
ヤ
（
大

部
屋
）
な
ど
も
あ
る
。
オ
ホ
ン
ケ
は
総
本
家
の
屋
号
で
あ
り
、
引
ヘ
ヤ
は
最

初
に
分
家
し
た
家
の
屋
号
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
オ
ー
（
大
）
は
、
〃
み
な
も
と
”

を
示
す
接
頭
辞
で
あ
る
。

 
ω
 
コ
（
小
）

 
コ
ベ
ヤ
（
小
部
屋
）
の
一
例
が
長
門
市
に
あ
っ
て
、
こ
の
家
は
、
分
家
か
ら

出
た
分
家
で
あ
る
。

 
㈲
 
オ
（
御
）

 
山
口
県
の
日
本
海
島
嘆
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
名
屋
号
が
、
オ
ギ
ン
や
オ

ス
ミ
ヤ
の
よ
う
に
、
接
頭
辞
オ
（
御
）
を
持
つ
。
人
名
と
し
て
も
馬
田
を
冠
し

て
呼
ぶ
の
が
つ
ね
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
集
落
内
の
家
々
を
呼
ぶ
の
に
、
人
々
は
、
す
で
に
あ
る
な
ん
ら
か
の
名
や
語

を
借
り
る
と
い
う
、
簡
便
な
命
名
法
に
よ
っ
た
。
と
と
も
に
、
複
合
法
や
接
辞

法
に
よ
っ
て
、
多
く
の
屋
号
を
創
っ
て
い
る
。
民
間
造
語
法
の
一
端
が
こ
こ
に

見
ち
れ
る
。

（
1
）

①
杉
村
孝
夫
「
屋
号
の
命
名
法
の
型
と
用
法
」
（
『
日
本
語
と
文
化
・
社
会
」

3
、
三
省
堂
、
一
九
七
七
）
に
、
東
京
都
新
島
本
村
大
字
望
郷
と
、
新
潟
県

両
津
市
片
野
尾
・
河
崎
と
の
人
名
屋
号
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
同
氏

の
「
壱
岐
の
屋
号
・
門
名
」
 
（
前
出
）
に
も
、
人
名
．
屋
号
が
見
え
て
い
る
。

②
新
潟
大
学
方
言
研
究
会
『
方
言
の
研
究
」
3
の
2
（
一
九
七
一
）
、
7
2

九
七
六
）
、
9
（
一
九
八
一
）
に
、
県
内
諸
点
の
人
名
屋
号
が
報
告
さ
れ
て
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い
る
。

③
大
橋
勝
男
「
新
潟
県
の
方
言
に
つ
い
て
の
記
述
的
研
究
（
『
こ
と
ば
と
く

ら
し
」
2
、
一
九
七
三
）
に
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
西
川
原
の
人
名
屋
号
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。

④
柄
沢
衛
「
人
名
型
屋
号
「
～
（
左
・
隔
右
）
衛
門
」
の
方
言
-
新
潟
県
の

場
合
」
（
『
言
語
生
活
施
、
一
九
七
七
）

⑤
真
田
ふ
み
『
越
中
五
箇
山
方
言
語
彙
」
 
（
一
九
七
八
）

⑥
山
口
幸
浄
「
あ
だ
名
で
呼
び
あ
う
町
」
（
『
言
語
生
活
」
8
5
、
二
九
五
八
）
、

ま
た
同
氏
の
「
家
の
ピ
コ
名
」
（
『
あ
ら
い
昔
か
た
り
』
新
居
町
教
育
委
員
会
、

一
馳
九
八
○
）
に
、
静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町
の
人
名
屋
号
が
あ
る
。

⑦
十
河
直
樹
「
あ
る
個
人
の
用
い
る
屋
号
に
つ
い
て
」
 
（
日
本
方
言
研
究
会

第
2
5
回
研
究
発
表
会
発
表
原
稿
集
、
一
九
七
七
）
に
、
長
崎
県
対
馬
、
豆
殴

の
人
名
屋
号
が
見
え
て
い
る
。

（
2
）
琉
球
大
学
琉
球
方
言
研
究
ク
ラ
ブ
「
伊
計
島
方
言
の
音
韻
と
語
彙
』

 
一
九
八
○

 
 
 
三
、
屋
号
語
の
音
声
相

 
屋
号
語
の
音
声
相
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
音
声
特
徴
を
よ
く
見
せ
て
い
る

こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
困
ウ
到
タ
（
上
田
）
や
カ
ッ
釧

引
（
仮
造
り
）
〈
群
馬
県
利
根
郡
水
上
〉
に
見
ら
れ
る
促
音
化
は
、
い
か
に
も

関
東
風
で
あ
る
。
山
口
県
西
辺
や
九
州
で
は
、
テ
ラ
シ
シ
タ
（
寺
の
下
）
や
ニ

シ
ン
カ
ワ
（
西
の
川
）
ウ
エ
ン
ダ
ン
（
上
の
谷
）
の
よ
う
な
、
「
擾
音
化
の
も
の

を
聞
く
こ
と
が
多
い
。

 
音
声
面
に
異
色
を
見
せ
て
い
る
の
は
、
「
～
左
衛
門
」
「
～
右
衛
門
」
屋
号

屋
号
語
彙
研
究
ノ

ト

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
地
域
差
が
見
ら
れ
る
。

 
秋
田
県
・
山
形
県
の
日
本
海
が
わ
で
は
、
～
左
衛
門
は
～
ゼ
（
ジ
ェ
）
ン
、

～
右
衛
門
は
～
エ
ン
と
縮
約
さ
れ
て
、
カ
ン
ゼ
ン
（
勘
左
衛
門
の
家
）
、
ニ
エ

ン
（
仁
右
衛
門
の
家
）
の
よ
う
に
言
う
。
酒
田
市
近
郊
で
は
、
ま
れ
に
、
・
ニ
エ

メ
（
仁
右
衛
門
〉
や
ゼ
ン
ニ
ム
（
善
右
衛
門
）
も
聞
く
。

 
伊
豆
七
島
の
新
島
本
村
大
字
若
郷
で
は
、
ゴ
ン
デ
ン
（
権
左
衛
門
）
、
リ
エ

ン
（
利
右
衛
門
）
、
サ
キ
ン
（
三
右
衛
門
）
と
、
東
北
式
に
近
い
。

 
新
潟
県
内
の
、
～
左
衛
門
・
～
右
衛
門
屋
号
に
つ
い
て
は
、
先
掲
の
よ
う

に
、
柄
沢
衛
星
の
ご
論
考
が
あ
る
。
説
か
れ
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
古
く

全
域
に
分
布
し
て
い
た
の
は
蜘
型
で
、
ト
ー
ザ
イ
ム
（
藤
左
衛
門
）
、
ゴ
ヨ
ム

（
五
右
衛
門
）
な
ど
と
言
う
。
そ
の
後
、
中
央
部
で
は
、
国
劇
ン
 
（
嘉
左
衛

門
）
、
ハ
ン
ネ
ン
（
半
右
衛
門
）
の
ま
う
に
、
蜘
型
が
N
型
に
変
化
し
た
。
一

方
、
中
・
下
越
の
一
部
で
は
、
蜘
型
が
M
型
に
変
化
し
て
、
イ
ゼ
ー
ご
（
伊
左

衛
門
）
・
セ
ー
ミ
（
清
右
衛
門
）
な
ど
と
言
う
。

 
富
山
県
の
五
箇
山
地
方
で
は
、
ゼ
ン
ザ
イ
モ
（
善
左
衛
門
）
、
ロ
ク
ヨ
モ
（
六

右
衛
門
）
、
ゼ
ン
ニ
ョ
周
（
善
右
衛
門
）
と
、
～
モ
型
で
あ
る
。

 
山
口
県
の
日
本
海
三
嘆
で
は
、
～
左
衛
門
屋
号
は
、
ゴ
ン
ダ
ヤ
（
権
左
衛
門

屋
）
の
よ
う
に
、
～
ダ
型
で
あ
る
。
一
方
、
～
右
衛
門
屋
号
の
ば
あ
い
は
、
ヤ

男
工
（
八
十
右
衛
門
）
の
よ
う
な
省
略
型
と
、
判
ー
ム
（
良
右
衛
門
）
・
臥

サ
メ
ヤ
（
政
右
衛
門
屋
）
の
よ
う
な
縮
約
型
と
の
二
型
が
あ
る
。

 
人
名
の
～
左
衛
門
、
～
右
衛
門
は
、
ど
の
土
地
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

呼
び
か
虎
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
屋
号
語
の
特
殊
音
声
相

．
と
言
え
よ
う
。
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O

 
 
 
四
、
屋
号
語
彙
の
映
す
村
落
文
化

 
ま
ず
集
落
吋
の
家
々
が
名
づ
け
ら
れ
だ
経
緯
を
見
る
。
．
つ
ぎ
に
、
屋
号
語
彙

が
、
人
々
の
家
認
識
や
社
会
生
活
事
情
を
ど
の
よ
う
に
映
す
か
を
見
、
今
日
の

屋
号
の
存
立
状
況
、
屋
号
と
姓
と
の
関
係
に
も
ふ
れ
る
。

 
1
 
屋
号
の
命
名
者
た
ち

 
屋
号
の
多
く
は
、
あ
る
日
、
誰
言
う
と
な
く
言
い
は
じ
め
た
も
の
が
、
や
が

て
家
の
固
有
名
詞
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
命
名
は
、
た
と
え
ば

戸
主
の
名
を
言
い
、
あ
る
い
は
居
住
場
所
を
言
う
な
ど
、
誰
に
も
容
易
に
納
得

で
き
、
口
に
し
ゃ
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
屋
号
の
中
に
ば
、
そ
の
成
立
事
情
の
い
さ
さ
か
異
な
る

も
の
も
あ
る
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
ト
ナ
リ
（
隣
）
、
マ
エ
（
前
）
と
い
っ
た

屋
号
の
中
に
は
、
は
じ
め
、
あ
る
家
で
隣
家
や
前
の
家
を
そ
う
呼
ん
で
い
た
の

が
、
や
が
て
集
落
内
の
通
称
と
な
り
、
屋
号
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
に
い
た
っ
た

も
の
も
あ
ろ
う
。
ホ
ン
ケ
（
本
家
）
・
ヘ
ヤ
（
部
屋
）
の
類
の
中
に
は
、
親
戚

間
の
通
称
に
集
落
内
の
人
々
が
従
っ
た
も
の
も
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
と
も
あ
れ
、
屋
号
は
当
該
の
家
に
対
す
る
外
か
ら
の
命
名
で
あ
り
、
集
落
内

の
．
多
数
者
に
是
認
さ
れ
で
は
じ
め
て
家
の
名
と
な
る
。
同
じ
く
〃
家
”
の
固
有

名
詞
で
あ
っ
て
も
、
姓
が
自
家
の
命
名
の
も
の
一
た
と
え
寺
の
住
職
や
村
の

お
も
だ
っ
た
人
物
に
依
頼
し
た
に
せ
よ
一
で
あ
る
の
と
は
、
そ
の
成
立
の
事

情
が
異
な
っ
て
い
る
。

 
も
っ
と
も
、
あ
る
地
域
に
は
、
自
家
が
わ
の
命
名
に
よ
っ
た
屋
号
も
あ
る
。

北
と
え
ば
、
島
根
県
隠
岐
郡
五
箇
村
で
は
、
一
家
創
立
を
祝
う
宴
席
で
屋
号
が

披
露
さ
れ
、
あ
る
い
は
こ
の
席
で
親
戚
内
の
お
も
だ
っ
た
者
に
命
名
が
依
頼
さ

れ
る
。
こ
の
慣
習
は
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
早
川
孝
太
郎
「
家
名
の
こ

と
」
（
前
出
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
一
年
ご
ろ
に
は
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
に
も
、

同
様
の
慣
習
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
意
地
に
も
、
共
同
命
名
の
も
の
と
思

え
る
屋
号
も
多
い
。
ど
の
地
に
お
い
て
も
、
共
同
命
名
に
よ
る
も
の
が
本
来
の

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
展
開
と
し
て
、
名
の
り
屋
号
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ

，
つ
。

 
翌
 
屋
号
語
彙
に
見
ら
れ
る
家
認
識

 
屋
号
の
命
名
に
あ
た
っ
て
は
、
戸
主
、
居
住
場
所
、
家
系
、
家
格
、
家
業
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
村
落
社
会
人
の
家
認
識
の
表
出
で
も
あ
る
。
．

 
屋
号
の
中
に
は
、
イ
グ
ラ
（
瓦
ぶ
き
の
家
）
〈
萩
市
相
島
〉
や
オ
チ
ャ
ヤ

（
旧
藩
主
の
休
憩
所
で
あ
っ
た
建
物
）
〈
長
門
市
V
の
よ
う
に
、
建
物
そ
の
も

の
に
注
目
し
た
も
の
も
あ
る
。
シ
ン
ヤ
（
新
屋
）
・
ア
タ
ラ
シ
ヤ
（
新
し
屋
）

・
二
i
ナ
ヤ
な
ど
は
、
お
お
む
ね
分
家
の
屋
号
で
あ
る
が
、
家
屋
の
新
し
い
こ

と
が
、
人
々
の
命
名
心
を
刺
戟
し
た
と
思
え
る
。
家
屋
を
言
う
屋
号
の
ば
あ
い

は
、
居
住
者
は
変
っ
て
も
屋
号
は
旧
の
ま
ま
で
あ
る
例
が
、
山
口
県
に
あ
る
。

 
村
落
社
会
人
は
、
建
物
と
そ
こ
に
く
ら
し
を
営
ひ
家
族
と
を
総
合
し
て
、
、

〃
家
”
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
一
方
、
初
代
の
人
物
名
や
本
家
の
名
を
屋
号
の
上
に
残
し
、
移
住
者
に
つ
い
'

て
は
出
身
地
を
言
う
と
こ
ろ
に
は
、
源
流
重
視
の
精
神
が
う
か
が
わ
れ
る
。

 
さ
て
こ
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
た
屋
号
は
、
代
々
変
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
る

が
、
と
き
に
改
変
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
何
心
め
か
の
戸
主
が
き

わ
め
て
個
性
的
な
人
物
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
お
お
い
に
家
を
興
す
な
ど

の
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
初
代
の
名
に
か
わ
っ
て
、
そ
の
人
物
の
名
が
屋
号
と
な

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
じ
つ
は
家
の
歴
史
尊
重
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
見
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る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
屋
号
が
人
々
の
家
認
識
を
見
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
う
時
、
私
は
女
性

名
を
言
う
屋
号
の
存
在
に
注
目
す
る
。
純
農
村
で
あ
る
、
秋
田
県
河
辺
郡
雄
和

 
め
め
き

町
女
米
木
で
は
、
女
性
名
屋
号
は
、
養
子
を
迎
え
て
分
家
し
た
女
性
の
家
の
名

で
あ
っ
た
が
、
山
口
県
の
日
本
海
島
懊
の
ば
あ
い
は
、
そ
れ
に
限
ら
な
い
。
屋

号
の
上
に
名
を
残
し
た
女
性
の
中
に
は
、
阜
く
夫
に
先
立
た
れ
て
、
一
家
を
支

え
た
女
性
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
が
、
の
ち
に
家
を
つ
・
い
だ
男
性
の
名
に
か
え
る

可
能
性
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ハ
依
然
と
し
て
女
性
名
屋
号
で
あ
る
の
は

面
白
い
。
女
性
名
屋
号
の
お
る
こ
と
を
為
っ
て
、
た
だ
ち
に
庶
民
社
会
の
中
の

女
盤
の
地
位
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
々
の
家
認
識
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
る
も
の
が
あ
る
β
ち
な
み
に
、
下
関
市
内
の
あ
る
会
社
名
は
、
そ
の
会
社
が

今
日
を
な
す
の
に
内
助
の
功
の
あ
っ
た
夫
人
の
名
を
姓
と
組
合
せ
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。

 
皿
 
屋
号
語
彙
の
映
す
社
会
事
情

 
一
集
落
の
屋
号
語
彙
が
き
わ
め
て
単
純
な
ば
あ
い
、
集
落
を
形
成
す
る
家
々

の
関
係
も
比
較
的
単
純
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
方
、
複
雑
な
構
造
の
屋
号

語
彙
を
持
つ
集
落
は
、
戸
数
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
持
つ
家
々
か
ら
成

っ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
ま
た
、
屋
号
語
彙
の
構
造
に
単
純
と
複
雑
と
の
差
違
は
見
ら
れ
な
く
と
も
、

そ
の
命
名
視
点
の
相
違
に
、
集
落
社
会
の
差
異
の
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。

 
 
 
 
あ
き
 
 
 
 
 
 
 
ふ
な
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぐ

 
山
口
県
厚
狭
郡
楠
木
町
船
木
は
、
旧
宿
場
町
と
周
辺
の
農
家
集
落
（
在
方
）

と
か
ち
成
っ
て
い
る
が
、
町
筋
の
屋
号
と
在
方
⑳
屋
号
と
は
、
命
名
視
点
が
か

な
り
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
町
筋
の
屋
号
は
、
イ
セ
ヤ
（
伊
勢
屋
）
・

，
オ
ー
ッ
ヤ
（
大
津
屋
）
な
ど
の
出
身
地
屋
号
と
、
ク
シ
ャ
（
櫛
屋
）
・
ア
ブ
ラ
ヤ

 
屋
号
語
彙
研
究
ノ
ー
ト

（
油
屋
）
な
ど
の
生
業
屋
号
、
ヒ
ョ
ー
ハ
ン
（
表
具
屋
七
七
）
、
オ
ケ
カ
メ
（
桶

屋
亀
五
郎
）
の
よ
う
に
、
屋
号
と
名
と
を
合
わ
せ
た
も
の
、
お
よ
び
、
カ
メ
ヤ

（
亀
屋
）
、
ミ
ツ
ポ
シ
ャ
（
三
星
屋
）
な
ど
の
商
店
屋
号
で
あ
る
。
一
方
、
在

 
 
お
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方
の
小
野
の
屋
号
は
、
オ
カ
タ
（
岡
田
）
・
ソ
ラ
（
空
）
と
い
っ
た
、
場
所
に

か
か
わ
る
も
の
1
6
屋
号
、
ホ
ン
ケ
（
本
家
）
・
ヘ
ヤ
な
ど
の
家
関
係
の
も
の
1
3
・

屋
号
、
お
よ
び
、
カ
ジ
ヤ
（
鍛
治
屋
）
と
ダ
イ
ク
ヤ
（
大
工
屋
）
で
あ
る
。
同

一
大
字
内
に
あ
っ
て
、
両
集
落
の
屋
号
は
、
こ
の
よ
う
に
社
会
生
活
差
を
見
せ

て
い
る
。

 
二
集
落
の
社
会
生
活
の
差
異
は
、
屋
号
語
彙
の
各
類
の
語
彙
量
や
」
一
々
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

屋
号
語
の
上
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
下
関
港
外
に
浮
か
ぶ
竹
の
子
島
と
六

つ
れ
 
-

連
島
の
屋
号
語
彙
の
語
彙
量
は
、
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
比
を
見
せ
る
。
 
（
一

九
七
五
年
の
調
査
に
よ
る
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
屋
号
数
に
対
す
る
比
率

 
 
 
 
 
 
得
ら

 
 
 
 
戸

  

@ 

萩
ｿ
鱗
を
払
渡
牲
鰭
そ
の
他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
％

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
6
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
。
6

六
連
島
5
0
4
4
6
6
 
1
3
 
6
1
3

竹
の
子
島

勢
 
3
3

18，2

33

42． 4

6． 1

 
農
業
の
島
で
あ
る
六
連
島
に
は
居
住
場
所
を
言
う
屋
号
が
多
ぐ
、
か
つ
て
北

前
船
が
碇
を
お
ろ
し
た
竹
の
子
島
に
は
生
業
を
言
う
屋
号
が
多
い
。
こ
の
生
業

関
係
σ
屋
号
の
中
に
は
、
イ
ズ
モ
ヤ
（
出
雲
屋
）
・
イ
ワ
ミ
ヤ
（
石
見
屋
）
な

ど
国
名
を
言
う
屋
号
が
多
い
が
、
こ
れ
は
船
の
碇
泊
時
に
そ
の
家
で
世
話
を
し

た
船
頭
の
生
国
の
名
で
あ
る
と
い
う
。
「
両
島
の
ば
あ
い
も
、
．
社
会
生
活
差
が
屋
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号
語
彙
の
上
に
見
え
て
い
る
。

 
萩
市
見
島
の
宇
津
集
落
の
一
屋
号
ホ
コ
ク
ヤ
（
北
国
屋
）
は
、
か
つ
て
北
前

船
が
こ
こ
に
風
待
ち
を
し
た
日
々
を
し
の
ば
せ
る
。
屋
号
の
中
に
は
、
と
き
に

ペ
キ
ン
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
が
あ
っ
て
驚
か
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
海
外
へ
生

活
の
道
を
求
め
た
歴
史
を
持
つ
家
の
通
称
で
あ
る
。

 
人
々
は
、
．
期
せ
ず
し
て
、
屋
号
語
彙
の
上
に
〃
わ
が
集
落
の
歴
史
〃
を
刻
ん

だ
。 

W
 
屋
号
語
彙
の
存
立
状
況

 
今
日
、
屋
号
が
実
用
価
値
を
有
し
て
い
る
の
は
、
同
姓
の
多
い
集
落
で
あ
る
。

江
端
義
夫
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
新
潟
県
北
辺
の
山
北
町
で
は
、
表
札
の
姓
の
．

横
に
屋
号
も
掲
げ
て
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
集
落
で
は
、
屋
号
使
用
に
年

層
差
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
山
口
県
内
で
は
、
老
一
中
年
層
は
か
な
り
屋
号
を
用
い
て
い
る
集
落
に
お
い

て
も
、
青
少
年
層
は
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
な
い
。
屋
号
使
用
の
盛
衰
は
、
同

姓
の
多
少
と
と
も
に
、
都
市
化
の
進
み
か
た
と
も
か
か
わ
り
が
深
い
よ
う
で
あ

る
。 

さ
て
屋
号
は
集
落
内
で
の
通
用
が
本
来
の
目
的
で
あ
る
が
、
近
隣
の
集
落

に
も
そ
の
名
の
通
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
集
落
間
の
親
疎
と
、
個
々
の

家
の
近
隣
集
落
へ
の
知
名
度
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま
た
、
概
し
て
女
性
よ
り
は

男
性
が
他
集
落
の
屋
号
に
も
通
じ
て
い
る
の
は
、
そ
の
社
会
生
活
が
広
い
た
め

で
あ
る
。

 
屋
号
語
彙
の
行
わ
れ
か
た
の
全
国
状
況
を
見
る
と
、
特
定
の
家
以
外
は
各
戸

に
屋
号
の
あ
る
（
あ
っ
た
）
地
域
と
、
旧
家
、
素
封
家
に
の
み
屋
号
の
あ
る
地

域
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ど
め
よ
う
な
社
会
事
情
が
命
名
心
理
の
相
違
を
も

・
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
V
 
屋
号
と
姓
と
の
関
係
 
 
 
 
 
．
 
．
・

 
屋
号
は
集
落
内
の
共
同
命
名
に
よ
る
も
の
、
姓
は
自
家
の
名
の
り
と
、
私
は

そ
の
異
質
を
く
り
か
え
し
述
べ
た
。
が
、
姓
の
中
に
は
、
屋
号
に
基
づ
い
て
創

作
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
屋
号
に
好
字
を
あ
て
た
と
思
え
る
も
の
も
多
い
。

た
と
え
ば
、
オ
ー
ツ
ヤ
の
姓
が
大
津
、
ホ
コ
ク
ヤ
の
姓
が
北
国
な
ど
は
前
者
で

あ
り
、
ミ
ド
リ
ャ
の
姓
が
緑
谷
、
ア
ガ
リ
の
姓
が
上
利
な
ど
は
後
者
で
あ
る
。

 
 
『
柳
田
国
男
集
』
第
五
巻
に
は
、
h
苗
字
は
本
来
居
住
地
の
地
名
か
ら
出
た

．
も
の
で
」
（
「
木
凹
石
語
」
）
と
あ
る
が
、
地
名
が
い
っ
た
ん
屋
号
に
利
用
さ
れ
、

の
ち
に
屋
号
か
ら
姓
を
造
っ
た
も
の
も
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
個
々
の
家
と
家
々
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
集
落
社
会
と
に
対
す
る
認
識
を
、

．
屋
号
語
彙
の
上
に
表
現
し
た
の
は
、
村
落
社
会
人
の
一
つ
の
言
語
文
化
で
あ

る
ρ

 
 
 
五
、
屋
号
語
彙
に
，
見
ら
れ
る
村
落
社
会
心
理

 
屋
号
の
命
名
と
使
用
に
認
め
ら
れ
る
村
落
社
会
人
の
心
理
の
第
一
に
は
、
先

祖
・
本
家
を
尊
ぶ
心
理
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
家
の
初
代
の
人
の
名

が
屋
号
と
し
て
末
永
く
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
．
や
、
複
要
素
屋
号
の
多
く
が
、
本

家
屋
号
と
他
要
素
と
の
複
合
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

 
第
二
に
は
、
土
地
と
家
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
心
理
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
家
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
田
畠
を
所
有
し
て
い
る
か
、
ど
の
、
地

か
ら
や
っ
て
来
て
、
こ
の
集
落
に
根
を
お
ろ
し
た
家
で
あ
る
か
v
ま
た
、
ど
の

地
へ
出
て
い
た
こ
と
の
あ
る
家
か
な
ど
と
、
・
土
地
と
の
つ
な
が
り
を
言
う
屋
号
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は
多
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〆

 
第
三
に
は
、
神
仏
に
関
係
す
る
人
を
高
く
遇
す
る
心
理
で
あ
る
。
ホ
ー
イ
ン

馴
（
法
印
様
）
．
、
ミ
咽
モ
リ
サ
マ
（
宮
守
様
）
ギ
コ
ー
ボ
ー
サ
（
弘
法
大
師

を
ま
つ
る
家
）
の
よ
う
に
、
神
仏
に
奉
仕
す
る
人
の
家
の
屋
号
に
は
、
尊
敬
の
．

接
尾
辞
を
持
つ
も
の
が
多
い
。

 
第
四
に
は
、
批
評
、
認
刺
の
心
理
を
あ
げ
た
い
。
特
殊
な
屋
号
と
し
て
、
あ

だ
な
屋
号
の
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
こ
に
、
開
放
的
な
批
評
・
喜
喜

の
心
理
が
見
え
る
d
あ
だ
な
屋
号
の
命
名
が
お
お
ら
か
に
行
わ
れ
た
こ
ろ
は
、

そ
れ
は
人
々
の
共
有
す
る
一
つ
の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。
特
徴
に
乏
し
く
て
あ

だ
な
が
つ
け
に
く
い
時
は
、
 
「
ヒ
バ
 
ア
ザ
ナ
シ
エ
ダ
（
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
あ
だ

な
が
な
い
と
い
う
あ
だ
な
の
家
だ
）
。
」
と
命
名
し
た
と
、
秋
田
市
新
屋
町
船
場

の
一
男
性
は
笑
っ
た
。
こ
の
話
は
、
 
『
徒
然
草
』
の
「
堀
池
の
僧
正
」
の
話
を

思
い
出
さ
せ
る
。

 
し
か
し
親
近
感
の
こ
の
よ
う
な
表
現
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
今
日
で
は
、
あ

．
だ
な
屋
号
は
も
は
や
造
語
さ
れ
ず
、
ま
た
当
の
家
の
人
々
の
面
前
で
は
口
に
し

に
く
く
も
な
る
。
あ
ざ
な
屋
号
が
生
命
力
を
失
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
き
の

男
性
は
、
 
「
ト
ナ
リ
モ
 
ス
ィ
ラ
ネ
ー
ヨ
ー
ナ
 
ジ
ョ
ー
タ
イ
。
ツ
ケ
ヨ
ー
ト

 
モ
 
オ
モ
ワ
ネ
ー
ス
。
ナ
ン
カ
 
ソ
ノ
！
 
オ
モ
シ
ロ
ミ
ト
カ
 
マ
ロ
ヤ
カ

 
ネ
ー
ク
 
ナ
ッ
タ
 
ヨ
ノ
ナ
カ
 
ナ
ッ
タ
 
モ
ン
ダ
カ
ラ
ナ
。
 
（
今
日
は
隣

も
知
ら
な
い
よ
う
な
状
態
だ
。
 
（
だ
か
ら
）
あ
だ
な
屋
号
を
つ
け
よ
う
と
も
思

い
ま
せ
ん
。
な
ん
だ
か
そ
の
面
白
味
と
か
ま
ろ
や
か
さ
の
な
く
な
っ
た
世
の
中

'
に
な
っ
た
も
ん
だ
か
ら
ね
。
）
」
と
語
っ
た
。

 
 
あ
だ
な
屋
号
に
見
ら
れ
る
の
は
、
集
落
内
-
う
ち
わ
一
に
開
か
れ
た
心

で
あ
る
。
一
般
に
他
地
か
ら
の
転
住
者
の
家
は
屋
号
で
は
呼
ば
な
い
。
後
に
屋

 
屋
号
語
彙
、
研
究
ノ
ー
ト

号
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
の
出
身
地
名
を
言
い
、
土
着
の
家
と
区
別
し

て
い
る
。
旧
士
族
の
家
に
も
屋
号
は
つ
け
な
い
が
、
こ
れ
は
敬
意
表
現
で
あ
る

と
と
も
に
、
へ
だ
て
の
表
明
で
も
あ
ろ
う
。
屋
号
語
彙
に
見
ら
れ
る
社
会
心
理

の
第
五
に
は
、
う
ち
わ
と
外
と
を
区
別
す
る
心
が
あ
げ
ら
れ
る
。

 
 
 
六
、
屋
号
語
彙
の
地
域
差
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
・

 
屋
号
語
彙
に
、
集
落
差
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
広
域
の
地
域
差
を
言
う
こ
と
も

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

 
東
北
地
方
の
a
本
海
が
わ
か
ら
新
潟
県
北
部
に
か
け
て
は
、
職
業
を
言
う
屋

号
が
わ
ず
か
に
あ
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
戸
主
名
を
言
う
屋
号
で
あ
る
。
新
潟
も

中
・
西
部
に
は
、
戸
主
名
屋
号
と
と
も
に
居
住
場
所
を
言
う
屋
号
も
あ
る
。
富

山
県
礪
波
郡
上
平
村
の
ば
あ
い
（
前
出
）
は
、
居
住
場
所
関
係
の
5
4
屋
号
に
対

し
て
、
人
名
を
言
う
の
は
4
0
屋
号
で
あ
る
。
ま
た
愛
宕
八
郎
康
隆
氏
、
吉
田
則

夫
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
石
川
県
下
、
福
井
県
下
に
は
人
名
屋
号
を
言
う
所
が

多
い
。
関
東
域
で
は
、
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
新
島
の
本
村
大
字
若
郷
の
屋
号
が
、

ご
く
わ
ず
か
の
新
し
い
屋
号
を
除
け
ば
、
す
べ
て
人
名
屋
号
で
あ
る
。
東
海
地

方
に
も
、
た
と
え
ば
静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町
の
よ
う
に
、
人
名
屋
号
や
あ
だ
な

屋
号
を
主
と
す
る
所
が
あ
る
。
・

 
一
方
、
西
日
本
に
入
る
と
、
近
畿
／
．
四
国
の
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
中

国
・
九
酎
で
は
、
居
住
場
所
関
係
の
屋
号
が
主
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
そ
な
状
況
か
ら
は
、
東
日
本
は
人
名
屋
号
を
主
と
し
、
西
日
本
は
」

居
住
場
所
屋
号
を
主
と
す
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
 
 
 
 
路
瀞

 
『
柳
田
国
男
集
」
第
2
0
巻
に
は
、
「
屋
敷
に
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
名
が
あ
っ

た
。
関
東
東
北
で
は
五
兵
衛
ど
ん
、
作
さ
ん
と
こ
な
ど
と
、
主
人
の
通
称
を
其

（ 199 ）



ま
ま
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
古
く
開
け
た
近
畿
や
中
央
部
に
は
、
倉
本
と

か
西
垣
内
と
か
い
ふ
風
に
、
邸
地
に
地
名
が
あ
っ
て
そ
れ
を
用
ゐ
、
或
ひ
は
之

を
屋
号
と
混
同
し
て
み
る
。
」
（
地
名
考
課
）
と
あ
っ
て
、
人
名
屋
号
と
場
所
屋

号
と
の
東
西
差
が
言
わ
れ
て
い
る
。

 
も
っ
と
も
、
近
畿
・
中
国
・
九
州
に
も
、
人
名
屋
号
は
皆
無
で
は
な
い
。
久

木
田
恵
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
京
都
府
奥
丹
後
の
伊
根
に
は
、
人
名
屋
号
が
多

。
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
瀬
戸
内
海
の
岡
山
県
真
鍋
島
に
も
人
名
屋
号
が
多
い

こ
と
は
、
室
山
敏
昭
氏
、
今
石
元
久
氏
よ
り
教
示
を
受
け
た
。
山
口
県
の
日
本

海
が
わ
に
は
、
申
部
以
北
の
萩
市
・
長
門
市
の
沿
岸
漁
業
集
落
と
島
々
と
に
人

名
屋
号
が
あ
っ
て
、
中
部
以
南
の
豊
浦
郡
・
下
関
市
に
は
、
沿
岸
に
も
島
々
に

も
こ
れ
が
な
い
。
九
州
の
人
名
屋
号
は
、
長
崎
県
壱
岐
の
芦
辺
郡
諸
吉
に
あ
る

こ
と
が
、
杉
村
孝
夫
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
冷
ま
た
十
河
直
樹
氏
は
、

長
崎
県
対
馬
の
南
端
、
豆
殿
の
人
名
屋
号
を
報
告
さ
れ
た
。
（
こ
の
ほ
か
に
も
、

ヤ
マ
サ
ン
（
山
田
三
蔵
）
式
の
新
し
い
人
名
屋
号
は
、
商
業
や
漁
業
の
地
に
は
、

点
々
と
あ
る
。
）

 
 
こ
の
よ
う
に
、
西
日
本
に
も
人
名
屋
号
は
認
め
ら
れ
る
が
噛
そ
の
分
布
は
沿

岸
域
、
あ
る
い
は
島
襖
域
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
関
東
地
方

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
な
か
み

に
も
、
た
と
え
ば
群
馬
県
利
根
郡
水
上
の
よ
う
に
、
人
名
屋
号
の
見
ら
れ
な
い

所
も
あ
る
。
早
川
孝
太
郎
氏
の
「
家
名
の
こ
と
」
 
（
前
出
）
に
は
、
三
河
の
北

設
楽
郡
の
屋
号
が
あ
が
っ
て
い
・
る
が
、
そ
の
中
に
も
人
名
屋
号
は
見
え
な
い
。

 
 
こ
の
よ
う
な
諸
状
況
を
見
て
く
る
と
、
人
名
屋
号
を
主
と
す
る
か
、
居
住

場
所
屋
号
を
主
と
す
る
か
を
、
単
純
に
東
西
差
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
に
な

る
。
東
西
差
に
加
え
て
、
海
辺
域
と
内
陸
域
と
の
差
も
あ
る
か
に
思
え
る
が
、

今
後
調
査
地
点
を
ふ
や
し
て
、
実
態
を
正
確
に
把
握
し
た
い
、
。

 
と
こ
ろ
で
、
萩
市
相
島
に
は
、
多
く
の
人
名
屋
号
と
と
も
に
、
若
干
の
場
所

関
係
の
屋
号
が
あ
っ
て
、
場
所
屋
号
の
家
々
は
、
人
名
屋
号
の
家
々
よ
り
は
、

そ
の
成
立
が
新
し
い
。
杉
村
孝
夫
氏
の
報
告
さ
れ
た
伊
豆
七
島
の
新
島
本
村
若

郷
の
屋
号
語
彙
に
も
、
同
様
の
傾
向
が
見
え
る
。
人
名
を
言
う
屋
号
は
、
場
所

を
言
う
屋
号
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
ら
し
．
い
。

 
屋
号
語
彙
の
新
古
・
地
域
差
は
、
お
そ
ら
く
家
社
会
の
あ
り
か
た
の
新
古
や

地
域
差
、
ま
た
家
認
識
の
新
古
や
地
域
差
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
そ

の
方
面
か
ら
の
考
察
も
進
め
て
い
き
た
い
。

 
 
 
お
9
わ
 
り
 
に

 
屋
号
語
彙
は
、
社
会
生
活
語
彙
の
一
分
野
語
彙
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
の
考

察
に
よ
っ
て
、
民
間
造
語
と
い
う
、
一
つ
の
村
落
文
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
い
。
ま
た
、
屋
号
語
彙
が
》
村
落
社
会
を
、
村
落
社
会
人
を
、
ど
の
よ
う
に

映
し
だ
し
て
い
る
か
の
考
察
を
も
深
め
て
い
き
た
い
。

 
日
本
語
社
会
の
中
に
も
、
、
屋
号
語
彙
を
よ
く
発
達
さ
せ
て
い
る
社
会
と
、
さ

ほ
ど
で
は
な
い
社
会
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
実
態
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
．
こ
の
稿
で
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
諸
外
国
に
お
け
る
家
の

呼
称
と
の
比
較
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
八
二
・
九
・
二
〇
）

藤
原
与
｝
先
生
に
、
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柴
田
武
氏
か
ら
は
、
 
「
山
陰
西
海

諸
島
の
家
称
語
彙
」
を
発
表
し
た
さ
い
に
、
ご
教
示
と
激
励
を
い
に
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
文
中

に
お
名
前
を
あ
げ
た
方
々
の
ほ
か
に
、
飯
豊
毅
一
氏
、
白
木
三
民
、
土
居
重
俊
氏
、
な
ら
び
に
広

島
方
言
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
ご
出
席
の
方
々
か
ら
、
資
料
∵
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
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